
集団研修

定員対象 各回150名

★日本歯科衛生士会専門研修（基本研修）に単位申請予定
　（共催：公益社団法人東京都歯科衛生士会）

歯科衛生士 等

歯科衛生士研修会

Web研修
  （Live）

事前申し込み制のWeb研修会です。Live 配信のみで、振り返り配信の予定は
ありません。
※1　計 4回実施。各回ごとに申込みが必要です。
※2　Web研修会の詳細についてはホームページも合わせてご覧ください。

第4回第 3回

第 2回第 1回

理由が分かれば対応できる！ 歯科診療時
の不適応行動に対する行動療法の応用

申込期間

令和8年10月25日（日）  9：30～11：30
令和8年9月1日（火）～10月12日（月）

開催日時

申込期間

令和8年7月12日（日）  9：30～11：30
令和8年6月1日（月）～6月29日（月）

開催日時

障害のある方への歯ブラシの選択と口腔
ケア

第3回 プログラム A2-3研修コード

歯科衛生士が知っておきたい　
歯周炎患者における咬合や力に関する知識
とアプローチ

申込期間

令和8年11月1日（日）  9：30～11：30
令和8年10月1日（木）～10月19日（月）

開催日時

第4回 プログラム A2-4研修コード

歯科で活かせる栄養学
申込期間

令和8年8月23日（日）  9：30～11：30
令和8年7月1日（水）～8月10日（月）

開催日時

第2回 プログラム A2-2研修コード

第1回 プログラム A2-1研修コード

日本大学松戸歯学部  障害者歯科学講座　遠藤眞美

医療法人社団開成会 うえだ歯科 歯科衛生士
歯科と栄養 二足のわらじーの会（スタディグループ）会員　鈴木育子

国立障害者リハビリテーションセンター病院 歯科 歯科医長　熊澤海道

福岡歯科大学口腔治療学講座歯周病学分野  名誉教授　坂上竜資

臨床で活かせる、患者さんの特性にあった歯ブラシの選択や口腔ケアについて解説します。

全身の健康の維持・増進には、口腔内を良好な状態に保つことが必要であり、そのような認
識は一般にも広まりつつあります。さらにその前段階として、個々に合った必要十分な栄養
を摂っていることが重要です。本講演では歯科で活かせる栄養学について解説します。

強度行動障害のある患者さんの歯科診療において、歯科診療に対する恐怖心から様々な不適
応行動によって診療や口腔衛生管理が困難なことが多くみられます。個々人に対応するため
に情報収集を行い、多職種と情報を共有して協力しながら支援の方法を確立してゆくこと
が重要といえます。本講演では歯科診療の中で行う行動療法について解説します。

外傷性咬合は歯列不正、早期接触、咬頭干渉、ブラキシズム、過剰な咬合力、側方圧、舌と
口唇の悪習癖、食片圧入などが挙げられ、歯周炎患者においては症状を進行させる重要な修
飾因子といえます。本講演では歯周炎患者における咬合や力に関する知識とアプローチに
ついて解説します。
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定員対象 各回150名

★日本歯科衛生士会専門研修（基本研修）に単位申請予定
　（共催：公益社団法人東京都歯科衛生士会）

歯科衛生士 等

歯科衛生士研修会

Web研修
  （Live）

事前申し込み制のWeb研修会です。Live 配信のみで、振り返り配信の予定は
ありません。
※1　計 4回実施。各回ごとに申込みが必要です。
※2　Web研修会の詳細についてはホームページも合わせてご覧ください。

第4回第 3回

第 2回第 1回

理由が分かれば対応できる！ 歯科診療時
の不適応行動に対する行動療法の応用

申込期間

令和8年10月25日（日）  9：30～11：30
令和8年9月1日（火）～10月12日（月）

開催日時

申込期間

令和8年7月12日（日）  9：30～11：30
令和8年6月1日（月）～6月29日（月）

開催日時

障害のある方への歯ブラシの選択と口腔
ケア

第3回 プログラム A2-3研修コード

歯科衛生士が知っておきたい　
歯周炎患者における咬合や力に関する知識
とアプローチ

申込期間

令和8年11月1日（日）  9：30～11：30
令和8年10月1日（木）～10月19日（月）

開催日時

第4回 プログラム A2-4研修コード

歯科で活かせる栄養学
申込期間

令和8年8月23日（日）  9：30～11：30
令和8年7月1日（水）～8月10日（月）

開催日時

第2回 プログラム A2-2研修コード

第1回 プログラム A2-1研修コード

日本大学松戸歯学部  障害者歯科学講座　遠藤眞美

医療法人社団開成会 うえだ歯科 歯科衛生士
歯科と栄養 二足のわらじーの会（スタディグループ）会員　鈴木育子

国立障害者リハビリテーションセンター病院 歯科 歯科医長　熊澤海道

福岡歯科大学口腔治療学講座歯周病学分野  名誉教授　坂上竜資

臨床で活かせる、患者さんの特性にあった歯ブラシの選択や口腔ケアについて解説します。

全身の健康の維持・増進には、口腔内を良好な状態に保つことが必要であり、そのような認
識は一般にも広まりつつあります。さらにその前段階として、個々に合った必要十分な栄養
を摂っていることが重要です。本講演では歯科で活かせる栄養学について解説します。

強度行動障害のある患者さんの歯科診療において、歯科診療に対する恐怖心から様々な不適
応行動によって診療や口腔衛生管理が困難なことが多くみられます。個々人に対応するため
に情報収集を行い、多職種と情報を共有して協力しながら支援の方法を確立してゆくこと
が重要といえます。本講演では歯科診療の中で行う行動療法について解説します。

外傷性咬合は歯列不正、早期接触、咬頭干渉、ブラキシズム、過剰な咬合力、側方圧、舌と
口唇の悪習癖、食片圧入などが挙げられ、歯周炎患者においては症状を進行させる重要な修
飾因子といえます。本講演では歯周炎患者における咬合や力に関する知識とアプローチに
ついて解説します。
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